
 

       

■チーム名  

Happy “ Chraun ” Cambodia 「幸せ “いっぱい” カンボジア」 

■チーム紹介 ～「幸せの国」カンボジアの高校二年生 5名のグループです！！～ 

カンボジア日本友好学園は、1993年、Kong Vorn氏が学校建設のため NGO「Cambodia Education 

Assistance Fund」を立ち上げ、1998年に開校しました。日本の NGO協力のもと、カンボジアで

初めて日本語教育を取り入れ、約 30年にわたり日本との交流をずっと大切にしてきました！  

■私達が目指す未来の地球（実現したい内容） ～より良い地球のために行動しよう！！～ 

「命を高める」ために、カンボジアの環境問題を解決したいと思いました。誰にでも身近なゴミの問題は 

私たちの力で改善できると信じています！例えばゴミのポイ捨ては「教育問題」かもしれません。正しい

知識を得て、自ら行動し、次世代に伝えることでカンボジアの、そして地球の未来を明るくできるはずで

す！「社会が良くなるためにみんなで行動すること」が大切だと、このサミットを通じて伝えたいです！ 

■どのように実現するか ～正しい知識の確認と啓発！！～ 

 

まず正しい知識を得ること。日本から学んだことを大人や子供に伝えていきます。ゴミの分別など一つ

ひとつの行動の意味や、一人ひとりができることの確認と啓発を行っていきます！また昔からカンボジ

アで使われていた自然素材を活かす方法など政治や行政の現状も調査し、できることを考えます！！ 

■実現した際の効果 ～「オッパーニャハ―！（だいじょうぶ！）」の精神を活かす！！～ 

カンボジアは貧しい国と思われていますが、実は人びとは幸せに暮らしています！カンボジ

アの人は、なんでも「オッパニャハー！（No problem！）」と笑って暮しているのです。この精神

を活かしながら、これまで欠けていた「どこにでもゴミを捨てない」など小さな意識改革を促し、

カンボジアが、もっと美しく、健康で、明るい未来を創造できる国になると信じています！！ 

カンボジアの未来を創る私たち！ 

〜「美しい環境には、美しい未来が育つ」〜 

 


